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まず,次 のように自己の待遇表現の表現力不足 を嘆 くものがある。
日本にいたときもうまく使 えた自信がない。よく使われる尊敬語 ・謙譲語と 「で
す ・ます」だけで済ませていた。日本人の年配者の手紙は上品であこがれる(北 ・
中/高)/普 段の生活で待遇表現を使い分けるチャンスがないので,と っさのとき
に使いこなせない(中 ・高)(高 ・初中)/誤 解を恐れて使用を避ける傾向がある
(高・補)
待遇表現使用の自信なさは,は じめの記述のようにその使用を丁寧語と
基本的な尊敬語 ・謙譲語に自己限定 してしまう作用 を生むが,実 はこの




















うわけである。しかし,これも 「話題の人物」が① 「自分側」 に属するの
か② 「相手側」に属するのか,あ るいは③その両方に属するのか④ どちら
にも属さないのかという視点から4分類 してお くと,把握 しやすい。基本
タイルを 「基本的な丁寧さ」であると考えている。(pp.5-10)文末がデス ・
マスの丁寧語終止になっているだけで,動 詞に尊敬語 も謙譲語も使われない
スタイルの発話が,こ の0レベルの 「相手」向きの 「基本的な」敬語表現な
のであるが・デス ・マス使用だけでは一般的に 「敬語」を使ったと意識 され
にくいことから,[基本的な尊敬語 ・謙譲語+丁 寧語]の 狭義敬語の組み合
わせを 「基本的な敬語表現」と見ておいて差 し支えないであろう。「相手レ
ベル」と表現形式の対応については,な お,蒲 谷/坂 本(1991)pp.37-39も
参照されたし。
2)例 えば,「先生は,休暇中はどちらかへおいでになるのですか」 と言う代わり








認識自体がむずかしい場合があるが,そ れは 「話題の人物」 と 「相手」が
ともに同等程度 に高い場合(ど ちらも勤務先の他部局の部長)か 「話題の








はと心配(北 ・中)(北・高)(高 ・高)/日 本で同年代の友人にデスマス体を使っ
て話したら,常体のほうがいいと言われ,シ ョックだった。その後,無意識のうち
に常体を使 うようになって,友人たちからは 「外国人に感じない」 と言われるよう















日本語の目上相手の会話 においては,「よそよそしい感 じ」 になること
を恐れるよりも,「なれなれしい感 じ」 になることを恐れるべきである。
「なれなれしい感 じ」になることを避けるためには,目上の 「相手」を前
述の+1以 上の相手であると考え,[基本的な尊敬語 ・謙譲語+丁 寧語]
を基本に,さ らに丁重語の使用もこころがけるべきであろう。この原則を
おさえたうえで,フ ォーマル感の強い丁重語(存 ズル ・ゴザルなど)や丁




譲語 も使用 しない,デ ス ・マスのみの敬体,つ まり 「私(ワ タシ)/ぼ く
もそ う思いますが,主 任はどう思いますか」まできた ときに,それで も
「相手」が心地の悪そ うな様子(「なれなれしくていやだ」 という様子)
をみせなければ,そ こが 「最終駅」 と言 えよう。そこを超えて,「私(ア
タシ)/オ レもそう思うけど,主任はどう思う?」 というような表現 にす
ることは,日本語で話す限 り,上下のある人間関係下では基本的に不可能
である6)。
つまり,日本語では,目上の人物 との 「よそよそしさ」 を避けたい場合
には 「堅苦 しさ」を避ける方向に表現を修正 してい くことになる7)のであ
る。このことは丁重語 ・丁重語彙類が日本語の待遇表現 に占める役割の認
識 とともに,日本語教育ではぜひともおさえておきたいところである。
6)も ちろん,「敬語使用」から切 り替える必要のない 「相手」,すなわち子 ど
も・中等教育レベルでの後輩 ・ペットなどに対しては始めから常体使用でか









している。すなわち,この二人の教師は,学習者 として日本語 に敬体 と常
体の別があることをきちんと教えてもらわなかった可能性がある。また,







































と,この記述のように問題 を狭義敬語の使用 に楼小化 してしまい,「デ
ス ・マス以外の敬語を使わない」という消極的な生活態度に退行 してしま
















という中国語の招待文が 「ご光臨賜 りますようお願い申し上げます」 と同
じように待遇的価値なのか,そ れとも 「お運びいただければありがたく存








のの,ほ とん どが呼称 の問題 であ る。木村(1987)は,〈譲我想 一想
(ちょっと考えさせて ください)〉における語用論的待遇表現についての指
摘 は見えるものの,や は り呼称が議論の中心 になっている。一方,輿 水





で,具 体的な敬語形式の選択か ら 「苦情」や 「断り」といった待遇表現の機










ださい」や 「考えてみます」をことばどお り受け取って,台 湾側の商社が期待 しな
がら返事をまっているのに,日本から連絡が来ないということさえあった。(高・
高)
この 「日本人は相手 の立場 を考 えて,中 国人は直裁 に」 とい うのもよ く
聞かれるス テレオタイプである。 ただ,こ れ もどうい う場 合そ うなのかの
記 述が詳細 になされてい るわけで はない。台中での ワー クシ ョップの と
き,中 国語 の会話で 「誘 い」 を断る とき 「今 回は行 けない」 とだ け言 うか
「今回は行 けないけど,ま た誘ってね」 と言 うか を聞い てみ たところ,参
加者20名程度 の ところ,6割 が 「言わない」 で4割 が 「言 う」で あった。
そ して,「言 う」 ほうの理 由は,「せ っか く誘って くれたのだか ら,行 けな
い と言 うだけでは失礼」 とい うもので,日 本語 の場合 と同様 の 「相手への
配慮」 を表す ことがある とい うこ とが判明 した。 さまざまな インター アク
ション場面 にお けるこの ような比較 ・対照 を,よ り組織 的 に行って,ど こ
に相違が現 われるか,そ こでの違 いは上記 のビジネス場面の ようなデ ィス









周りの日本人は敬語を使わない。間違っても直 してくれない(北 ・中)/薬 局の客
である30代ぐらいの日本人が 「い くら?/じ ゃあね」と常体で話しているので,声
をかけて話を聞 くと,「あなたの日本語は古い」 と言われた(高 ・他)/一 般の日




いる」11)ということを思 い出 してもらいたい。すなわち日本人が敬語 を












(敬語を使 い分けるか)の 下位項 目,F2-1(時と場合 に応 じて)・F2-2
(話す相手に応 じて)に対する回答は,日本人では両項目で男女とも50%以




だか ら,30代の女性が 「あなたの日本語は古い」 というのは 「私の周 りで
聞かないか ら古い日本語に違いない」 とい うことだと解釈 したほうが よ
いo
「外国人が普通体で話 しかけてきたら」 という疑問に対 しては,本 稿
2-1で行った 「日本語ではなれなれしい感 じになることを避けるべきだ」
という議論を再提出 したい。ただ,こ こさは,荻野(1986)のアンケー ト
調査の結果を付け加えておきたい。その調査の 「敬語意識」調査項目(F
項目)のF4(だ れにでも友だちのように話す人をどう思うか)に対する
回答を見ると,日本人 ・大陸の中国人が男女 とも 「不愉快 に思う」「礼儀
知らずだ」の両方で50%を超えるのに対 し,台湾人の場合はこの二つの選








は,ま さにこのような台湾人の気質か ら湧 き出た感想なのであろうか。
12)荻 野(1986)にお ける 台 湾 人回 答 者 は そ の 多 くが 大 学 の 日本 語 別 科 生 や 民 間
の 日本 語 学 校 の就 学 生 で あ った た め,大 学 院 生 中心 の大 陸 の 中 国 人 回答 者 よ
り平 均 して年 齢 が 若 い。 若 者 が 堅苦 しい 表 現 を嫌 い う ち と け た話 し方 を 好 む
の は普 遍 的 な傾 向 な の で,当 該 の 回答 は この 傾 向 か ら影 響 を受 け て い る 可 能
性 は否 定 で きな い 。
13)Brown&Levinson(1987)"Pohteness"のFig,3.Chartofstrategies:Positive
politeness(p.102〉の 図 の うち,"4.Usein-groupidentitymarkers"に該 当 す る
と思 われ る。
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体」 と名づけて,教 育現場 でその名称 を使 っている。蒲谷/川 口/坂 本
(1998)では,こ の文体の持つ重々しい語感から,こ れを 「丁重文体」 と呼
んでいる・丁重語や 「本 日」「～にて」などの丁重語彙と共起 して,一つの
文体を作るところからつけた名称である。
15)例えば,デ アリマス ・デゴザイマスの仮定形,デ アリマスレバ ・デゴザイマ
スレバは,デ アレバで表現されることのほうがずっと多い。古典語の助動詞




で実現す るようであ る。その いくつかの場 合は,「ス ピーチ レベル ・シ フ
ト」 としてポライ トネス方略 に利用 されるので,待 遇 表現 としてみる とき
に注意が必要で ある。最近,こ の方面の研究が増 えてい る16)ので,日 本 語
教育の実践 に携わる者はポライ トネス研究 をフォロー してお くべ きであ ろ
う。
文体は,日 本語の待 遇表現 を語 るときの もっ とも根本的 な部分であるた
め,理 論 的な研究動向への関心 を継続 させ る とともに,い ろい ろな文体 の
談話や書簡の具体例 を組織 的に収集 してお くこ とが,教 育のため には有 益
か と思 われ る。なお,国 研/窪 田(1992)pp.33-57には,文 体 についての














16)参 考 文 献 欄 の メ イ ナ ー ド(2001)・ウ ィル カ ー ソ ン(2001),および 宇 佐 美
(2002)からの連 載 記 事 とそ こ に参 考 文 献 と して挙 げ られ て い る,宇 佐 美 自
身 の 「デ ィス コー ス ・ポ ラ イ トネ ス」 関連 の過 去 の 業 績 参 照 。
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のオの親愛語としての機能 と常体を使わないことによる 「ぞんざい感」の





解があるにもかかわらず,間 違える人が多いのに驚いた(中 ・高)/敬 語を使い慣
れていない留学生だった自分は,敬語に自信がなくて日系企業に就職するのをあき
らめた。日本人も学生からビジネスに関わるようになったら敬語を使えるまでに時






















に陥 らない ようにしなければならない。 (以下,次 回に続 く)
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